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に遣東および太平洋岸では地震の危険に海岸地帯で

は海岸侵食の脅威ぽ常にさらされている.上記のよう

に生活に直接影響を与えるよ1う匁災害とは趣を異にする

ものに泥炭地等の軟弱地盤の沈下および地盤の凍上に

よる建築物および道路トンネル等各種土木構造物の変形

あるいは破壊等の問題もある､

上記各種災害に関レではそれぞれの専門的立場から

その機構の究明対策立案のための調査研究が行なわれ

ており地質学の立場からもこれに協力しその調査研

究の一端をに放っている.すなわち地すべり斜面

崩壊海津侵食火山爆発および地震等は巨視的に見て

いずれも地球の歴史の一過穫でありこの意味で地質学

の研究対象となるものでありまた軟弱地盤地盤の

凍上の問題は直接的に地質岩石を対象としているとい

う意味からわれわれの研究の対象として取り上げるべき

ものであろう.ここでは上記の諾問題のうちわれ

われが多少とも取り扱っている地すべり斜面崩壊

/〆

海津侵食岩石の凍上および軟弱地盤緯の問題に関して

地質の立場からどのよう匁調査研究を行なっているか

ということにっいて概略を述べてみよう｡

⑪豊換地すべ夢蜜嘩導翼飽すぺ簑径

約1竿囎箱総寧聖潟蓬筒簾驚
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1.地すべりおよび斜面崩壊

北海道はわか国のうちでは比較的地すべり(ここでは

山くずれおよび斜面崩壊も含めてこの語を用いる以下

同じ)の少匁い地方の一つといわれており出版されて

いる処すべり関係の文献紀もその分布範囲はきわめて

狭少に記載されている.しかし北海道はグリン･タ

フ造山ぽ関する比較的軟弱桂地質の分布ポ広いこと本

道の脊稜に沿って破砕帯を伴う蛇紋岩が分布しているこ

とおよび海食崖の分布淋広いこと等地すべり発生の可

能性すなわち地すべりの誘因をもつ地域か広い.近年

開発カミ造むにつれて地すべり発生件数も著しく増大し*一

また地すべりによる人的経済的損害も増大している.

このような事情にかんカミみ当研究室では昭和35年頃よ

り地すべりの組織的な研究に取りかかった由最近発生

した大きな地すべりの2.3についてその概要を述べてみ

よう.

蔓沃地すべり*2:昭和37年10月17目一般国道229

号乙部町豊浜地先に発生した地すべりは通過中のバス

を巻書込んで一瞬にして14名の生命を奪い延長約遂◎0則

にわたる遣賭を徹底的に破壊した.この地すべりの移

動土量は約3量600呈000m3と推定されるほどの大きさの

ものでその移動速度もきわめて早いものであった｡

この地すべりは旧地すべりの再滑動と成熟した八雲層

内のすべり面の移動とが相前後して働いたものと考えら

れておりその対策としては現在大型テトラポットによ

る海食防止が施工ずみである.(写真一1)

図一里写真④より豊浜地すぺりおよぴ繍

地すべり地を表わした回

国鉄室蘭本線洞爺一豊浦聞斜面崩壊糟

昭和鯉牢聾月曇獺未明洞爺一豊浦閥紀発生し花斜

繭潮嬢は丑次潮簸激数至軍｡o晦婁の岩塊で務繊

勧蔓悉⑳後崩壊か続慧最終的績擁除し淀砦塊

鐙は約蜘劃0◎瞭ユ嚢&いわれて潟りζの猪擁処理

熔翼レ淀簿数は震蝸閥斑◎瑚蝸熔鰯通し淀､

ζの崩簸で国鉄の受獄花摘審は約2◎億悶決沸れ

ている串な潟ζの潮壌の誘鰯はζの災害発塗前

に降り花約曲臓の爾&きれている世(簿爵婁)

この1鋤吠小種海の地すべ蝸溌生しているが

それらはその発螢時期移動の速度移動の機

構移動材料欝慰影れ着れ特亀湯蛎るよ夢想あ資

し花が貸てその瀞策も潅れぞれの地す減り機構終

潔ツチした方法を散る必要が勅るものお考免られ�
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る.そこでわれわれは個々の地すべりの機構を研究す

ることを基礎として本道の地すべりにマッチした長期

安定工法を究明すべく次のようなテｰマのものに研究

を進めている.

①地すべり斜圃簸簸の分布と地形維質に関す蕃研窺1こ

のヂｰマに拙･ては処すぺ翼の分布と地形地質条件の

関係を究明するとともに処すべりの機構と地形地質条

件との関連を見出そうとするものであ蔦｡凄たここで

は地形解析の方向として航空写真を可能な限り用いること

としてもへる.

②地すべり移動機構に関する研窮1ζのテｰマではとくに地

中のひずみと地表の移動の関連を究めるべく地中パイプ

歪計と地表伸縮計を濡いて計測している｡

⑯地すべり糖土の圭蟹悠関する研究1このテｰマでは土の力

学的性質に関する試験を含有粘土鉱物に関する研究を行な

っている咀

④駿蟹時における斜圃崩壊に関する研究

⑤処すべりの長期安定工法1二関する研究:このテｰマではと

くに排水工法(写緊5)グラウト工法および焼結工法

の基礎的研究を行なっている(図一2X線回振回)

り延長は約34㎞である.この値は全国平均約73㎞/㎞2

に比してその半分にもみたなく北海道の海岸線の単

調さを如実に物語っている.北海道の海岸線はこのよ

うに単調な海岸の故か侵食と堆積が著しくとくに侵食

の著しい地域は宗谷海峡に面する稚内海岸日本海の天

塩一羽幌海岸内浦湾沿岸および太平洋海岸の大部分な

どである.このうちでもとくに内浦湾沿岸目高の海

岸などでは侵食防止工事を行なったにもかかわらず侵

食か継続し道路鉄道祖とが陸の方へ後退せざるを得

ないような状態にある.そこで北海道開発局土木試験

所では昭和38年から内浦湾胆振一員商海岸の侵食成

因調査を開始した.海岸侵食の原因は海津の地質条件

とともに海崖に作用する外力す溶わち波浪沿清流

流出土砂.その他の要因によるところがきわめて大きい

との考克方にたち次夢)4項目について各専門的立場か

ら調査を実施し総含的にその成因を検討しつつある.

①地形地吏および地質に関する調査

⑫河川流㈱土砂量調査

③侵食現源調査

④侵食要国調査〔波浪･沿岸流潮流1海流佃簿秒特性1海

樟材料･風況･爵1振動調査(内浦湾のみ)〕

これらの各デｰブは各々その研究開始の時期が異なっ

ているので成果の程度も異なるが①の項については

先にその概要を報告しており紹近い将来においてまと

め得るものである.今後とくに重点的に行なおうとす

るものは融雪水の挙動を含めて地中水の挙動の研究

および焼成による粘土鉱物の変化とこれに伴う土の土

質力学的性質の変化についての研究である.

2.海岸侵食

北海道の海岸線の延長は約2700㎞で陸地繭積1㎞目当

このうち地質部門としては⑪の項目を担当するとと

もに目高胆振海岸では④の項魯中の漂砂特性に関し

て海岸砂嬢申に含有されている重鉱物およびクロマ

イトを指示鉱物として漂砂の様態を究明した･すなわ

ち貫高胆振海崖では巨視的に見ると漂砂は北酋に

移動していることが明らかにされた(算算5)

⑳蜜鰯本線澗爺一鐙補簿欄の地すべ1)(罰繍澱か1ら至蔓撒の地一撮)

第三国紹靴蛾隼9潟婁獺｡11叙薯壬妾?､e⑪⑭が識汕

策婁測昭季触2判閉3翼§1鶴暮分工廿8⑪⑪鰍豊満洲

後旧昭和鯉隼1鵬2蝸復旧処理岩層鐙遂奪｡台⑪⑪鰍葛

損害約20億円(読売新聞北海道交杜提供)

3.岩石の凍上おぷびs波を絹いる軟弱地盤調査

(『)磐石の濠よに関する研究

土の凍上に関しては数多くの研究が放されその対策に

2いても多くの検討がなさ扱で為り北海道ではそ⑳対

繊ライチ…ツレ}トク遣ル築水勢(爆鎖瀞爆鴎村炎織地すベリ)

経3雌深さ1δ㎜�
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図一2豊浜地すべ.2精土の焼成就援のX線回折鰯上総成飾下焼

成後該料(至‡竈⑪o靱竈で婁紙甲焼成しわ弓後塗艦で氷刺饒轟潟微

騒したもの)希ンモジ頓沙イドは完全1ζ分鱗しク珍黒ドバル局

とマグネシウムアルミ幻〉ムシリゲｰト(脳餓A1喜S…督O蝸)

が形成されており水1こ対して譲剣ζ幾違棚勤質となり凧嶋

策として置換工法が行なわれているが最近では断熱材

料を用いる試験工事も行なわれている.これに反して

岩石の凍上性に関しては凍上性岩石と非凍上性岩石の

判定法も明らかにされていたい状態で現在ではこの判

定のために室内における凍上実験を行なってその凍上率

を求めている｡実験方法はそ一ノバ(写真6)に岩石

試料をいれて室温で2逐暗闘自由吸水さ畔その後療上

実験槽内で冷却温度一遂℃供給水温度は十3℃6

員間凍上実験を行なうものである.現在われわれは数

多くの軟弱岩に関して室内における各種磐石試験&凍

上実験とを行なってその関連を求め凍上性岩看の簡易

判定法を見出そうとしており一方ではトンネル内の気

温と岩盤温度を計測して気温とコンクリｰト温度岩

盤温度との関係を兇出そうとしている.(導鄭,貫)

(2)S波にぷる軟弱地盤の識蒼

軟弱地盤に関して主として土質工学の立場から調査研

究されているが地質の立場から協力をし得る面が多分

にあるわけでその水平的重直的分布状態等を地質学

の方法によって解析することもきわめて婁要なことで

あろう.当研究室では上記の問題に者等し始めると

⑥凍上繁駿踊繋一ルド産から試料表面をおさ免る録板(1工5⑪g)モ

ｰルド(内蟹嚢｡醐商さ婁｡狐)岩石試料(径8c㎜商さ3c醐)ポｰラ

ｰストンガｰゼ塗つめ次発一ルド(ガｰゼの末端はモｰルダの底から

岡持にS波を用いて軟弱地盤の地質構造の解析をする

ことおよびその動的な性質を知ろうとすることを試み

ており昭和逐峰に陀SW-3W型物探S波用口ｰテ

ｰシ嚢ン地震計｣を作製し実験を行なっている.㍉

紙面の都合で詳細について論じることがで慈なかり花ので

以下に関連論文数篇を紹介することとし怒苗

(繁者は北海道開発局土木試験所)
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